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外部から余剰準粒子励起を注入するとき,超伝導体内部で,準粒子のエネルギー分布
の平衡からのずれを生 じ,これに見合って準粒子に働 くスカラー ･ポテンシァルが誘起
され,この非平衡起伝導体にとりつけた準粒子 トンネル接合を介した電位差として検出
されることが知られている｡1)非平衡超伝導領域が微小ならば,準粒子エネルギー分布



































に帰することが判るOここに,P｡-ノ了諦 (TR-等 )鳩 場侵入度 で,Sはノー
マル状態での熱電能である｡GL一極限では,準粒子の運ぶ電流空度は
jnk)-一g詰 -os芸 (6,
で与えられるo芸 - 一 定 (欝 -o)のみがあるという実験条件の下では,- 丁
度補 う形で超伝導電流 jsが流れ至るところで js+j｡-0が満たされると考えられる｡
かつ,超伝導体の両端では js-0とすれば,これから(5)に対する境界条件が導かれる｡
超伝導体の中心をXの原点とし,長さを2Lとすれば,(5)の解は














4.超 流 動 3Heの 粘 性 率













解 く.用いた試行函数はT-0の極限で厳密な解を与え,T- Tc は厳密に求めた7の
- B8-
